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Streptococcus mutans のコラーゲン結合タンパク質は出血性脳卒中に関与する 

 

心血管疾患は口腔細菌を含むいくつかの細菌感染症と関連することが報告されている。なか

でも、虫歯の主要な病原体である Streptococcus mutans（S. mutans）は 4 つの血清株に分類

され、このうちのいくつかの株が血小板凝集に影響を与えることが示唆されている。本研究者

らは以前の研究で、血清株のｋ株が脳内血管障害を合併した菌血症患者から分離されたこと

から、出血性脳卒中との関連を調査した。マウスの中大脳動脈に損傷を与え、いくつかの血

清株の S. mutans に暴露させたところ、k 株で脳出血の領域が優位に増大した。この脳出血

領域において MMP-9 の活性が増加しており、これにより血管壁が破壊されることが示唆され

た。また k 株はコラーゲン結合タンパクを有しており、これにより損傷した血管壁から露出した

コラーゲン線維に k 株が集積し、付着していた。さらにｋ株は、他の血清株に比べて、血小板

の凝集を著しく阻害することが明らかとなった。これらの研究成果から、ｋ株は強いコラーゲン

結合タンパクと血小板凝集抑制能により脳出血の出血領域を増大させ、出血性脳卒中に大

きく関与することが明らかとなった。 
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